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1　は　じ　め　に

最近リンゴ害虫の防除においても，生産コストの低減，

薬剤抵抗性害虫の出現防止等から，適期防除による薬剤散

布回数低減の要求はますます強くなっている。また現在昆

虫成育制御物質（IGR）が実用化され，その作用機作か

らして害虫に効果の高い発育ステージが狭いため，散布適

期の正確さが更に強く求められている。

こういった状況で，リンゴにおける重要害虫の一秤であ

るキンモンホソガの発生時期を正確に予測することは防除

対策上非常に重要と考えられる。

本種は蛸で越冬し∴翌年1月中～下旬頃には休眠が覚醒

し，その後は有効穏算温度（発育零点7．2℃）により成虫

の羽化時期が決定されると報告されている■）。そこで筆者

らは，山形県におけるキンモンホソガ越冬世代成虫発生時

期の予測法を確立するために調査を実施している。ここで

はキンモンホソガ越冬世代成虫の発生時期と有効積算温度

との関係を調査したので，概要を報告する。

2　試　験　方　法

調査は．1991年3～5月に，山形県立園芸試験場のリン

ゴ圃場及び実験室において行った。

有効積算温度と越冬世代成虫羽化時期の関係を調べるた

め，野外と実験室内において，温度を低温から高温まで5

段階に設定した場所を選定し，成虫羽化推移を調査した。

温度条件は，低い方から「飼育A」＜「飼育B」＜「飼育

C」＜「野外」＜「飼育D」の順に設定した。温度の設定

は．「飼育A」区はガラス張り恒温器内での恒温条件であっ

た。他の「飼育B～C」区は電内の日陰や日当り部分，

「飼育D」区は百彙箱内を利用し，また「野外」区はリン

ゴ圃場の自然状態で．各区微気象の差を利用した温度設定

で，各々変温条件であった。「飼育D」区での温度がいわ

ゆる気温である。日長条件は自然状態と同じであった。

成虫羽化時期の調査は，「野外」区では，リンゴ圃場で

の自然状態における発生時期を，以下の方法で調査した。

リンゴ圃場において，2か所に，農林水産省果樹試験場盛

岡支場から提供された合成性フェロモン（＿鋤．003mg，

微蛍成分0．0003mg含浸）トラップを高さ約1．5mのところ

に設置し，誘引される雄成虫数を毎日調査した。

一方，「飼育A」，「飼育B」，「飼育C」．「飼育D」

の各区では，3月12日に圃場地表面より蛸が越冬している

と思われる落糞を採取し，直ちに各区容概約3針相当量を

飼育に供試した。飼育は直径18cm，高さ24cmの網蓋付き

ガラス製飼育ビンを使用し，約3日毎に霧吹き器で水分を

補給した。飼育開始後，毎日羽化成虫数を調査した。

成虫発生時期の調査と平行して，各区に自記温度計のセ

ンサーを設置し1時間毎の温度を調査した。有効積算温度

は，発育零点を氏家l）の報告に従い7．2℃として，以下の

方法で計算した。なお「飼育A～D」の各区は，蛸採集時

にすでに地表面温度の上昇によりわずかに有効温度が積算

されていたので，その分を加算して計算した。

有効積算温度の計算方法

Tk＝〔∑（Xi－t。）〕／24

ただし，X．＜t。のとき（X．－t。）＝0とする

Tk：1日当り有効碩算温度（口度）

X．：時刻iの温度（℃）

t。ニ発育零点（7．2℃）

T．n＝　∑　Tk

Tm：有効温度発現日からm日までの有効積算温度

（日産）

3　試験結果及び考察

野外観察及び飼育試験の結果，各区でのキンモンホソガ

越冬世代成虫の羽化盛期（各区50％累積羽化目）は，暦日

でみると3月22日から4月27日まで約1か月の幅があった

が．有効積算温度でみると，大差はなく，はば110～130日

度の範囲にあった（図1）。

また飼育A区は恒温条件での飼育であったのに対し，他

の区は1日周期で変動する変温条件での飼育であったにも
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かかわらず．有効積算温度からみた羽化盛期は両者で大き

な差はなく．恒温条件及び変温条件の蛸の発創こ及ぼす影

響の差はほとんどないと推定された。
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図1有効積算温度と越冬tlt代成虫羽化盛期の関係
㊥：羽化盛期　　　　発育零点：7．2℃
n：総羽化成虫数

要に野外フェロモントラップの雄成虫と飼育試験の雌雄

成虫の各々の羽化推移のデータについて，成虫の累積羽化

率（％）と有効積算温度（目度）との関係を求めた。その

結果，雄が雌雄込みに比べやや早く羽化する傾向にあった

が，双方とも有効積算温度と累積羽化率との間にははばS

字カープ型の関係が得られ，この関係を累積羽化率の最高

値を100％とした2つのロジスティック式で近似した（図

2）。この式から，累積羽化率50％に達する有効積算温度

を計算すると，雄で117日度，雌雄込みで125日度と推定さ

れた。累積羽化率50％の時期は，いわゆる羽化盛期と考え

られ，有効積算温度から成虫の羽化盛期を推定することは

叶能と考えられた。これらの結果は，氏家■）の報告とはぼ

一致した。

有効積算温度から成虫羽化盛期を推定するには‥越冬蛸

が牛息する地表面温度の1時間毎の観測データが必要にな

るが，実際には地表面温度を簡易に観測するのは不易では
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図2　有効積算温度と累積羽化率の関係
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発育零点：7．2Oc

ない。そこで以後は，簡易に観測できる最高及び巌低気温

から．有効構算温度を推定する方法について検討する必要

があると考えられる。

4　ま　　と　　め

野外観察及び飼育試験の結果，キンモンホソガ越冬世代

成虫累積羽化率（％）と発育零点7．2℃の有効積算温

度（臼度）との間にはロジスティック式近似の関係があり，

50％羽化時期の有効積算温度は，雄で117日度，雌雄込み

で125日度と推定された。
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